個人報告書（最終） Personal Final Report                            　　　　　提出日(Date)  2007/01/17
4-A 『使い物になる』ソフトウェアの開発
　Developing “Usable” Software
グループA  Group A
m1204009 小山まどか  Madoka Koyama
1. 背景
近年、IT企業の発展に伴い、情報化社会の世の中となっている。しかしながら、これらの開発に携わるシステムエンジニアは以前とは違い、プログラミング技術を持つだけでは不十分とされてきている。
開発技術者は、システム開発をする場合に依頼者やユーザの業務目的や領域を明確に理解することが必要である。その為には円滑なコミュニケーションをとることが必要とされる。依頼者とのコミュニケーションを円滑に行うことによって依頼者と技術者の間に勘違いなどが起こることが無くなることにより、依頼者がどのようなものを求めているのかをしっかりと把握することができる。そうすることで依頼者が満足するようなソフトウェアを開発することが可能となる。また、依頼者との間だけではなく開発者間においてのチームワークを取ることも重要である。さらに、ユーザがより使いやすいと思えるソフトウェアの設計能力も重要視されている。

2. 課題の設定と到達目標

本プロジェクトの目的は、｢使い物になる｣ソフトウェアの開発を通じて、様々な技術の向上を図ることである。具体的には、プログラミング技術の向上、コミュニケーション能力の向上、ユーザインタフェース設計の向上である。
そのため、グループごとに依頼者からの依頼を受け、「使い物になる」ソフトウェアの開発を行うことが到達目標である。システムとして動くこと、実際の仕事に役立つこと、快適に効率よく使えること、ユーザが使って満足できることが「使い物になる」ソフトウェアといえる。

グループ内で私は、システムデザインを担当する。主にユーザインタフェースの分野に関わるが、グループ内でコミュニケーションを取ることや、システムの開発を行うことも必要となってくる。特定の分野に偏ることなく、それぞれの分野について理解することが個人目標である。
3. 課題解決のプロセスとその結果

前期は浅瀬書店システムの開発を行い、そのスキルを身につけた。
後期は、実際の依頼者からの依頼を受け、オンライン予約システムを開発した。私はwebデザインを担当し、プログラム実装担当者やシステム設計担当者とも毎回のように話し合いを行い、効率的に、より「使い物になる」システムを開発することができた。システムを開発するだけではなく、ユーザビリティ評価も行い、ユーザニーズを的確に捉えるよう努めた。図1は開発したオンライン予約システムページである。
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図1　オンライン予約システムページ
4. 今後の課題

　今回開発を通して、システム設計、コミュニケーション、ユーザインタフェース設計のスキルを身につけるだけではなく、その重要性についても学ぶことができた。今後、卒業研究や社会に出てからでも今回学んだことを忘れずに頑張っていきたいと思う。
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